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年
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九
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Ａ
Ｅ
Ｄ
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書
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自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
質
問
主
意
書

時
間
を
争
う
救
急
蘇
生
の
現
場
に
居
合
わ
せ
た
非
医
療
従
事
者
が
、
安
心
し
て
、
積
極
的
に
救
命
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
以
下
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
）
は
、
こ
れ
ま
で
傷
病
者
の
安
全
確
保
に
大
い
に

貢
献
し
、
特
に
少
子
・
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
我
が
国
の
安
全
安
心
の
確
保
に
努
め
、
救
命
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
国
民
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
更
な
る
効
果
的
な
知
識
や
技
能
の
習
得
を
す
る
た
め
の
講
習
を
実
施

し
、
国
民
の
理
解
の
促
進
と
広
く
社
会
に
普
及
さ
せ
、
ま
た
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
連
団
体
、

学
会
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

こ
れ
ま
で
の
国
内
に
お
け
る
非
医
療
従
事
者
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
病
院
前
救
護
の
活
動
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
都
道
府
県
別
、
蘇
生
者
・
死
亡
者
数
ま
で
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
施
設
等
に
お
い
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
使
用
方

法
を
明
示
し
て
い
る
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
都
道
府
県
別
で
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

二
に
関
連
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
存
在
を
明
示
す
る
マ
ー
ク
・
標
識
の
開
発
状
況
は
、
直
近
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

一



か
。

四

三
に
関
連
し
、
国
民
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
資
す
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
存
在
を
地
図
、
公
共
の
案
内
板
及
び
携
帯
端
末
の

マ
ッ
プ
、
ナ
ビ
な
ど
に
明
示
す
る
仕
組
み
を
提
言
し
た
い
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
菅
内

閣
の
見
解
如
何
。

五

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
に
よ
る
救
命
率
向
上
に
向
け
て
、
国
は
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の

か
。
ま
た
そ
の
対
策
は
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
概
算
要
求
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

六

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
に
よ
る
救
命
率
は
、
一
〇
〇
％
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
国
と
し
て
は
救
命
率
の
目
標
を
ど
の
よ
う
に

定
め
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


